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国士舘大学図書館には，地図室に相当するものがありません．文学部地理学
教室にも外に誇れるような地図のコレクションはありません．「地図室」を持つ
というのは，その大学の図書館や地理学教室の“格”をはかるひとつの目安に
もなりますので，ある時期まで私はそういうものがほしいと思い続けていまし
た．国士舘ほどの規模の大学ですから，当然このような施設があってもおかし
くはないのです． 
10年ほど前のことだったと思います．古書店を通じて 40年前に本学と関わり
のあった地理学者のご遺族から，地図コレクション買い取り打診があったそう
です．しかし，ここでも資金が無いという本学ではお決まりの台詞が出て実現
できなかったといいます．ただ，ここ数年の間に私の思いはずいぶん変化しま
した．ほしい地図は世界のどこかにあり，そのありかは web 検索で何とかなる
ものだということがわかったからです．私が必要とする地図や地形図の大部分
はアメリカの図書館や公文書館にあるのですが，その目録さえ見ることができ
れば，たとえアーカイブにアクセスしダウンロードできなくてもよいのです．
入手先がわかれば，あとは金の問題だけですから． 
研究者が抱え込む文献の管理にも，同じようなことがいえるでしょう．35 年
前，大学院生だった私はマイコンとよばれた機械を買いました．カセットテー
プが記憶媒体だったその機械を使って，集めていた外国語文献のリストを作り
始めました．その後，データベースソフトを使って作り続けたリストの作成を，
私はほどなく止めてしましました．個人がする仕事ではないと感じたし，デー
タベースをシコシコ作る時間があったら 1 本でも多くの論文を読んだ方がいい
やと思ったからです．しかし，集めた論文をファイルボックスの中から探し出
す手間は必要だったわけで，データベース作りを止めて良かったと思うのに 15
年近くかかりました．今では世界中のデータベースで論文を検索出来ます． 
3 年前，私はこれまで 35 年以上にわたって保存し集め続けた論文コピーの大
部分を捨ててしまいました．毎月届く何種類もの学会誌も，きちんと整理する
ことを止めました．そろそろこれらも処分しようと思っています．内外の学会
誌はデジタル化され，いとも簡単に検索でき，たちどころに PDF が手に入るか
らです．場所をとってまで論文のコピーや雑誌を抱え込む必要はありません，
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幸いわが大学の貧弱な契約内容の E-Journal で取れない雑誌は，ブリティッシ
ュライブラリーから取り寄せてもらえます．これでなんとかなります． 
私の部屋は，自宅も大学もお祭り状態です．書架に収まりきれない本が床や
机の上に積まれています．一大決心をし，3年前に 1年かけて自宅にある一千冊
以上を裁断し自炊しました．一千冊は私の iPadに全て入ってしまいました．し
かし，部屋の様子に変化無し．私の限られた蔵書でも，個人ではとても処理で
きないことを学習しました．私の退職までに，日本でもグーグル様の単行本デ
ジタル化計画が進めば，倒れかかった書架の恐怖から解放されるし，紙のよう
に薄いタブレットを使って世界中の本を読みながら午睡を楽しむ老後が待って
います． 
今の流れを見れば，20 年後の図書館は凡人の予想を遙かに超える変化をして
いることは間違いありません．ひょっとしたら 10年後かもしれません．これま
で図書館がため込んだ学術雑誌の類いは保管する必要がなくなります．その流
れは専門書にもおよぶでしょう．大部分の書籍そのものが印刷されなくなるこ
とは，そう近くない将来に現実のものとなります．その変化の内容までは予想
できないのが悔しいところですが，図書館のシステムや機能が根本から変わっ
てしまうことは間違いありません．大学設置基準の第三十八条は図書館に関す
るものです．これなどの改訂は，もう時間の問題です． 
従来の図書館のあり方に固執するのはばかげています．ある記事の「あと 10
年で消える仕事」の中に図書館員がありました．こう書くと，図書館を心から
愛してやまないライブラリアンや司書課程の教員から怒りを買うのかもしれま
せんが，現実に目を背けることなく新しい図書館のあり方を考える方が，研究
者でもある教員やこれからの学生，図書館員にとって現実的な選択です．さぁ
どうする．100周年を機に動くかどうか・・・・．だめか？ 
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講演会開催 
講 師：せがわ きり氏 
テーマ：私の充実した学生生活 ～作家活動、テレビキャスター～ 
 
平成２５年１２月１６日（月)に世田谷キャンパスの図書館・情
報メディアセンター４階ＡＶホールで、本学政経学部卒業生の「せ
がわ きり氏」をお迎えして、講演会を開催しました。 
せがわ きり氏は、大学時代に処女作『アジのひらきは栄養満点』
を出版され、この出版を機に、テレビ・ラジオの仕事を始められた
そうです。現在は、児童文学作家として執筆活動を主に幅広く活躍
されております。 
講演では、どうして普通の大学生が本を出版することができたの
か？、西新宿で育ったそのユニークな少女時代や大学生時代の、ま
さに充実したアルバイト体験を、たくみな話術で語られ、あっとい
う間に講演時間が過ぎてしまいました。 
 
更に講演の中で、後輩の若い方達特に就活中の学生に、せがわ きり氏は、「自分の強みを生かしもっ
とアピールして」、「“国士舘大学”というブランドをうまく使って」、「人との出会いをチャンスにして」
等、わかりやすい言葉でアドバイスしてくださいました。 
この時の映像が「i-Libkiss」の中に収録されていますので、講演会に参加できなかった方もぜひご覧
になってください。 
 
（第１情報サービス課 木下幸子） 
 
映像はこちら 
https://kiss.kokushikan.ac.jp/contents/0/data/1005257/0000/registFile/segawa2013.asx 
 
                  松陰『Show-in』No.30                 4 
 
新入生への図書館ガイダンス 
本学では、新入生を対象とする各学部のオリエンテーション期間に導入教育の一環として、学長講話
および教学関係部署によるガイダンスを毎年行っています。今年も図書館・情報メディアセンター（以
下「図書館」という。）では４月９日（水）および１０日（木）の二日間で計４回ガイダンスを担当し、
図書館の施設、各資料の利用方法および各種サービス等についてパワーポイントを使って「図書館ガイ
ダンス」を行いました。  
入学して間もない新入生においては、是非この機会に図書館利用の再認識と各人それぞれの図書館活
用方法を確立し、これからの学生生活に図書館を大いに役立てほしいと思います。 
具体的な図書館の活用法としては、①読書、②定期試験対策、③論文・レポートの課題の対策、④事
項調査等、いろいろあります。しかし、このように具体的な利用目的が無くても一日一回は必ず図書館
を利用する習慣を身につけてほしいと思います。更に、本学の知の宝庫である蔵書８０数万冊の図書を
ゆっくり眺めながら館内を「ブラウジング」し、気になった図書があれば手にとって読んでみる。これ
が新しい発想の「きっかけ」になりますので図書館の活用法の一つに「ブラウジング」を加えてほしい
と思います。 
また、一口に図書館と言っても世田谷キャンパスの中央図書館の施設（6,950㎡）には、一般閲覧席の
他、研究個室、グループスタディ室、軽読書室、インターネットルーム、ＡＶホールおよび検索端末席
等、利用目的ごとの設備を備えていますので、学部生においては４年間思いっきり図書館を活用してい
ただきたいと思います。 
 
「図書館ガイダンスの主な内容」  
１．図書館ホームページの検索方法  
２．施設、設備の利用方法  
３．各種データベースの説明  
４．電子ジャーナルの検索方法  
５．図書の貸出・返却方法  
６．図書館の相互協力（ILL）  
１）文献複写  
２）図書の貸借  
７．各種ガイダンスの紹介  
１）図書館活用編  
２）レポート作成編  
３）データベース活用編 
４）図書館のマナー 
（第 1情報サービス課 宮田俊彦） 
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第１３回・第１４回選書ツアー 
 第１３回選書ツアーは、平成２５年１１月９日（土）紀伊國屋書店（新宿本店）で実施いたしました。
参加した学生さんは１２名と少なかったのですが、自分が読みたいだけでなく友達や後輩の方達にもぜ
ひ読んでもらいたいと思う本、１８３冊を熱心に選書していただきました。 
その一部はこちら 
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第１３回選書ツアーに参加した学生さんの感想 
○所属：政経学部  ニックネーム：珍しいコンガ 
自分の趣味で本が選べるのは楽しい。特にサイフを気にしなくてよいので。 
 
 
○所属：政経学部 ４年  ニックネーム：Ｊ・Ｔ 
  １年生の秋から参加させて頂き、今回で７回目本当にありがとうございました。これからも選書ツ
アーを続けて頂き、国士舘大学の学生がより本にふれる機会が増えればと思います。 
さて、今回私の選んだ本は、現状の日本経済について批評した本、一流経営者である稲盛和夫さん
の本、自己啓発本など様々選びました。 
私は今回で最後となります。是非とも後輩の方々に私の選んだ本を読んでもらえればと思います。 
くどいようですが、４年間本当にありがとうございました。   以上 
 
 
○文学部 １年  ニックネーム：ミヤまる 
  選書ツアーほどこの大学で素晴らしいイベントはない。 
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○理工学部 １年  ニックネーム：ケルピー 
  置いてないだろうなーという本もあったので大体選書することができました。 
 専門の本が多くあり、課題などで使えそうで良かった。 
  時間と金額も適当でよく選べたと思います。 
  また次回も参加できたらさせていただきたいですね。 
 
 
○２１世紀アジア学部 ４年  ニックネーム：カトー 
  事前に欲しい本をリストアップしていなかったので、時間内に十分選書することができなかった。 
  ジャンルは絞っていたので検索機を利用しながら探していたが、なかなかスムースに本を見つける
ことができなかった。事前準備がもっと必要であると感じた。 
 
 
○政経学部 ３年  
  選書ツアーに参加するのは今回で２回目ですが、前回と同じく、私は予算をはるかに超過する買い
物をしてしまいました。 
今回は中央図書館に蔵書が少ないドイツ語を中心に集めるつもりでしたが、やはり紀伊國屋書店さ
んに来ると、本好きの私は冷静さを失ってしまいます。 
  今回のツアーにおいては留学生の参加者の方々が多かったですが、日本人の視点とは異なるところ
から図書館の蔵書が増えるといいなと思います。 
もし、今回のツアーで選ばれたドイツ語の本にＰＯＰをつけるなら、『英語の次はドイツ語を学ぼう』
というような、英語と文法の似ているドイツ語の魅力を伝えるＰＯＰにしようかと考えました。 
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第１４回選書ツアーは、平成２６年６月１４日（土）前回同様、紀伊國屋書店（新宿本店）で実施い
たしました。募集人数１７名全員が参加して、約２時間選書をしていただきました。すでに図書館に所
蔵があるものなどを除いて、１７８冊を受入しました。 
その一部はこちら 
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第１４回選書ツアーに参加した学生さんの感想 
○非常に満足でした。 
○好きな本を選べるので楽しく過ごせました。 
○英語学習に役立つ海外ドラマのＡＶ資料も買いたい。 
○選ぶワクワク感が良かった。 
○選書ツアーの回数をもっと増やしてほしい。 
○選書の時間（正味９０分であったが）もう少し長くても良いと思う。 
○卒論に関係ある新書の購入をもっと柔軟にしてほしい。 
○予算が少なかった。  ｅｔｃ。 
 
次の機会には、あなたの参加をお待ちしています！ 
                        （第１情報サービス課 木下幸子） 
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 平成 26年 4月 2日（水）～7月 31日（木）まで、中央図書館・情報メディアセンターにて、「図書館
活用セミナー」の春期編を開催しました。 
 このセミナーは学生が図書館をより有効に活用できるよう、資料検索のコツや論文・レポート執筆の
ポイントを身につけてもらう事を目的としたものです。 
 4 月のプログラムは初めて図書館を利用する新入生を対象に「図書館 館内ツアー」を行ないました。
これは入館方法、図書の貸出・返却方法、コピー機やプリンターの設置場所、ノートパソコンの貸出方
法など、「図書館に何があるのか？」「図書館ではどういったことができるのか？」といった、これだけ
は知っておいて欲しいと思われる事を、図書館スタッフが参加者と一緒に館内を巡りながら紹介をする
ものです。約 3週間の実施で合計 57名の学生が参加しました。参加者の中には 4年生もおり、「自分が 1
年生の時にこのようなツアーがあればよかった。」との感想もありました。 
 5 月からは（１）「資料検索セミナー」、（２）「課題図書・参考文献の探し方」、（３）「DVD 上映会：論
文・レポート作成の手順」の、3つのセミナーを行ないました。 
「資料検索セミナー」は、①図書検索、②雑誌記事・論文検索、③新聞記事検索、の 3 コースから学
生が選択できるようにしました。いずれも実施時間は 30 分と気軽に受講でき、開始時間も（Ａ）16 時
30分～、（Ｂ）17時 15分～、（Ｃ）18時 15分～、から好きな時間を選べるようにしました。「課題図書・
参考文献の探し方」は、昨年度まで「LIBRARY GUIDANCE」として実施していたものを発展させたセミナ
ーです。時間は 90分で定員を 4名とし、少人数でじっくりとレポート作成時の資料の探し方が学べる内
容としました。「DVD上映会：論文・レポート作成の手順」は、論文・レポートを作成する際の 10のステ
ップを DVDの映像で学べるセミナーです。前・後編からなり、それぞれ 45分の上映時間としました。 
この 3つのセミナーを 5月～7月に実施
した結果、合計で 69 名の学生が参加しま
した。また 4月に行なった「図書館 館内
ツアー」と合わせると春期の参加者は 126
名でした。秋期はデータベースを詳しく紹
介するセミナー3 種（magazineplus、D1－
Law、LEX／DB）を新たに加えて実施する予
定です。今後も学生の学習支援の一助とな
るよう、さらに充実したラインナップにす
るべく企画をしてまいりますのでご期待
下さい。 
 
（第1情報サービス課 西本滋） 
（図書館館内ツアーの参加者） 
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ライブラリサポーター ３年目 
 
ライブラリサポーター制度をはじめて３年が過ぎました。 
２０１３年５月から８月の夏季休暇を除いて１２月までの約６ヶ月、大学院生のみなさんに、先輩と
して資料の収集方法をアドバイスしていただいたり、専門分野からいろいろサポートしていただきまし
た。ライブラリサポーターを勤めてくださった方々からこんな感想が寄せられています。読んでみてく
ださい。 
                        
『感 想』 
修士課程政治学研究科１年 
美納 由里江 
 
 図書館での、バイトはとても勉強になることが多くありました。本を探すポイントや選び方を自分なりに理
解する機会でもあったし、学部生と関わるという普段なかなか出来ない体験をさせていただきました。図書館
のこともとても詳しく覚えることができて、本当に楽しくバイトさせていただきました。このような貴重な体
験を出来ると思っていなかったので、自分を成長させるとともに、また機会があればぜひ、やりたいなと思っ
ています。 
 自分の勉強も出来ますし絶対に今後活かすことができるバイトでした。 
 本当にありがとうございました。 
 また何か機会がありましたら、ぜひ声を掛けていただければ光栄です。 
                                 ２０１３年１２月 
 
 
 
『感 想』 
修士課程工学研究科１年 
相馬 亜美 
 
国士舘大学の図書館に、ライブラリサポーターという制度があることをこのお話を頂いたときに初め
て知りました。この１年間で、図書館を利用している学生が少しですがこの制度を活用し、役立ててい
る様子を見ることができました。 
またアルバイトをしているうちに私自身が、蔵書検索（OPAC）などの機能をたくさん利用をするよう
になりました。普段は書店で購入して本を読んでいましたが、古い本などを手に取る良い機会となりま
した。 
もっと多くの人に知って欲しいと思い、私は身近な先輩や後輩にも、図書館の便利な利用法をたくさ
ん伝えました。 
これからもこの制度を活かして、図書館を上手に活用していく学生が増えていくことを期待していま
す。 
                               ２０１３年１２月 
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『ライブラリサポーターの仕事をした感想』 
修士課程経営学研究科１年 
吴 娜 (ウ ナ) 
 
私は平成 25 年 5 月から 12 月までの約半年間、世田谷校舎中央図書館でライブラリサポーターの仕事
をさせて頂きました。 
ライブラリサポーターの仕事とは、各学部の修士課程の院生が、来館した学生向けに、論文・レポー
トの書き方や、資料の集め方を指導する仕事です。 
半年、仕事をして感じたことは、指導した学生がレポートを無事書き終え、感謝の言葉を言ってくれ
た時に、とても嬉しく感じました。とても、やりがいのある仕事であると思います。また、私自身も様々
な書籍を読む機会を頂き、とてもいい勉強になりました。 
ただ、学生にとって有意義な、この制度の認知度がやや低く、利用する学生が少なく、とても残念に
思いました。今後、もっとたくさんの学生が、気軽に利用できるような環境ができたらいいと思います。 
                               ２０１３年１２月 
 
 
 
 
 
『ライブラリサポーター 感想文』 
修士課程経済学研究科２年  
立花 大資 
 
 ライブラリサポーターを通じて感じたことは、利用者がどのような情報や資料を求めているかを把握
し、的確に答えるには、利用者の話をよく聞くことは勿論のこと、利用者からいかに情報を引出すかと
いうことが重要だということです。つまり、大切なのは専門知識ではなく、利用者の立場で物事を考え
ることだと思いました。ライブラリサポーターを通じて学んだ事を社会に出てから生かしたいと思いま
す。 
 ５月から１２月までの短い期間でしたが、図書館の職員の方には大変お世話になりました。ありがと
うございました。 
                                ２０１３年１２月 
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２０１３年度はこんな日程でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ２０１４年度も大学院生の方がライブラリサポーターを勤めてくださっています。レポートの書き方
や資料の探し方、集め方、なんでも気軽に先輩に相談してみてください。 
 きっと学生の皆さんのお役に立てると思います。 
                         (第１情報サービス課 木下幸子) 
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新着おすすめ図書 
【図書館・情報メディアセンター 第1情報サービス課課長推薦】 
●「これからを生き抜くために大学時代にすべきこと」――――――――――――――― 
許光俊著 資料ＩＤ12038942  所蔵館：中央図書館１Ｆ 
●「旧富岡製糸場建造物群調査報告書」―――――――――――――――――――――― 
文化財建造物保存技術協会編 資料ＩＤ00913544 所蔵館：中央図書館５Ｆ 
●「硬い体が驚くほどやわらかくなるストレッチ」――――――――――――――――― 
原幸夫監修 資料ＩＤ00925207 所蔵館：中央図書館２Ｆ 
●ユネスコ世界遺産 １３：新指定 ――――――――――――――――――――――― 
ユネスコ世界遺産センター監修 資料ＩＤ00643137 所蔵館：中央図書館５Ｆ 
【新着おすすめ図書】 
●「現代地方財政論」―――――――――――――――――――――――――――――― 
本庄資, 岩元浩一, 関口博久共著 資料ＩＤ00934394 所蔵館：中央図書館２Ｆ 
●「盆栽の誕生」―――――――――――――――――――――――――――――――― 
依田徹著 資料ＩＤ00934498 所蔵館：中央図書館５Ｆ 
●「もっと知りたいガウディ : 生涯と作品」 ――――――――――――――――――― 
入江正之著 資料ＩＤ00934465 所蔵館：中央図書館５Ｆ 
●「スポーツアナトミー :人体解剖生理学」―――――――――――――――――――― 
塩田清二, 竹ノ谷文子編 資料ＩＤ00934295 所蔵館：中央図書館５Ｆ 
●「地震に強いマンションにする55の方法 : マンション地震防災マニュアル」 ―――― 
矢野克巳著 資料ＩＤ00934503 所蔵館：中央図書館５Ｆ 
●「ペットと暮らす住まいのデザイン」―――――――――――――――――――――― 
廣瀬慶二著 資料ＩＤ00934464 所蔵館：中央図書館２Ｆ 
【就職活動関連図書】 
●「イッキに内定!面接&エントリーシート一問一答」―――――――――――――――― 
坂本直文著 資料ＩＤ12044405 所蔵館：中央図書館１Ｆ 
●「内定者はこう話した!面接・自己PR・志望動機 : 完全版」―――――――――――― 
   坂本直文著 資料ＩＤ12045112 所蔵館：中央図書館１Ｆ 
●「現職人事が書いた「公務員になりたい人へ」の本 : 公務員試験 ――――――――― 
大賀英徳編著 資料ＩＤ12043303 所蔵館：中央図書館１Ｆ 
●「就職試験これだけ覚える SPI高得点のコツ」―――――――――――――――――― 
阪東恭一著 資料ＩＤ12046326 所蔵館：中央図書館１Ｆ 
●「資格取り方選び方全ガイド」――――――――――――――――――――――――― 
   高橋書店編集部編 資料 ID12045008 所蔵館：中央図書館１Ｆ 
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お知らせ 
ＫｉｓｓコンテンツＵＰ情報 
◆国士舘大学発行の紀要（2013.11～2014.9）  
『政経論叢 165～167号』 
『体育・スポーツ科学研究 14号』 
『国士舘人文学 4号』 
『ラーフィダーン 35巻』 
『国士舘大学 政治研究 5号』 
『初等教育論集 15号』 
『国士舘法研論集 15号』 
『比較法制研究 36号』 
『国士舘史研究年報 楓厡 5号』 
『経営論叢 4～5号』 
『武徳紀要 29号』 
『國士舘法學 45～46号』 
『最先端技術関連法研究 12号』 
『Asia Japan Journal  8号』 
『国士舘大学工学部紀要 36～40号』 
『国士舘大学理工学部紀要 1～7号 』 
『国士舘大学地理学報告No.1～22』  
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